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菅ぷ

彰

ア
ジ

（
Ａ

し
げ
る

　
茂
氏

ア
医
師
連
絡
協
議
会

Ｍ
Ｄ
Ａ
）
の
代
表

う
。
岡
山
県
の
将

来
を
考
え
る
と
、

君
た
ち
の
や
ろ
う

と
し
て
い
る
こ
と

は
大
切
だ
」
と
励

　
今
か
ら
二
五
年
前
、
ま
だ
大
学
　
し
て
く
れ
た
と
い
う
。

紛
争
の
余
焔
冷
め
や
ら
ぬ
な
か
、
　
　
翌
昭
和
四
十
七
年
、
総
勢
二
八
’

岡
山
大
の
大
学
院
生
だ
っ
た
菅
波
　
人
か
ら
な
る
踏
査
隊
が
出
発
。
邦

さ
ん
は
谷
ロ
澄
夫
学
長
（
当
時
）
　
　
楽
演
奏
キ
ャ
ラ
バ
ン
も
兼
ね
た
、

の
自
宅
書
斎
に
通
さ
れ
て
い
た
。
　
こ
の
若
く
も
賑
や
か
な
海
外
交
流

　
タ
イ
と
ビ
ル
マ
の
国
境
近
く
で
　
が
、
今
日
、
一
五
カ
国
九
〇
〇
人

の
「
ク
ワ
イ
河
医
学
踏
査
隊
」
の
　
　
の
会
員
を
擁
す
る
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」

実
施
を
計
画
す
る
に
当
た
り
、
当
　
に
成
長
す
る
と
は
、
菅
波
さ
ん

国
か
ら
ピ
ザ
を
得
る
に
は
学
長
の
　
も
、
ま
た
谷
口
学
長
も
想
像
し
な

推
薦
状
が
必
要
だ
っ
た
の
だ
。
　
　
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　
日
本
の
国
際
医
学
交
流
は
大
学
　
　
し
か
し
、
な
ぜ
ア
ジ
ア
で
あ

当
局
が
行
う
も
の
が
中
心
で
、
学
　
り
、
医
療
協
力
な
の
か
。

生
が
主
体
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
　
　
「
高
校
二
年
の
時
、
・
写
真
で
若

い
。
菅
波
青
年
の
説
明
を
聞
い
て
　
い
日
本
兵
が
死
ん
で
る
の
を
み
て

い
た
谷
口
学
長
は
、
最
後
に
「
分
　
ね
」
。
太
平
洋
戦
争
の
さ
な
か
、
自

か
っ
た
。
谷
口
個
人
と
し
て
、
必
　
分
と
同
じ
ほ
ど
の
年
齢
の
兵
士

要
な
印
鑑
は
い
く
ら
で
も
押
そ
　
が
、
ニ
ュ
ー
ギ
ュ
ア
戦
線
で
迎
え

鋼l

昭和21年広島県生まれ，49歳。

52年岡山大大学院を修了，56年

に岡山市内に菅波内科を開業。

54年のカンボジア難民への医療

支援を皮切りに本格的な医療救

援のＮＧＯ活動に入り，59年に

ＡＭＤＡを設立。これまでに保

健文化賞，読売国際協力賞，毎

日国際交流賞などを受賞。

た
死
。
海
岸
の
浅
瀬
に
顔
を
半
分

突
っ
込
ん
で
い
る
無
惨
な
姿
を
み

て
、
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た

の
か
、
金
縛
り
に
遭
っ
た
よ
う
な

衝
撃
を
受
け
た
と
い
う
。

　
学
生
時
代
に
ア
ジ
ア
を
放
浪
。

多
く
の
人
々
に
会
う
な
か
で
、

「
第
二
次
大
戦
の
時
に
日
本
が
や

っ
た
こ
と
の
反
対
の
こ
と
を
す
れ

ば
い
い
」
と
知
る
。
大
学
院

で
は
、
「
ア
ジ
ア
を
や
り
た

い
」
と
の
申
し
出
に
「
い
い

だ
ろ
う
」
と
禅
問
答
の
よ
う

な
許
可
を
与
え
た
、
公
衆
衛

生
学
の
緒
方
正
名
博
士
に
は

い
ま
も
感
謝
す
る
。

］
㈲
囲
二
］

Ｎ
ド
バ
に

Ｉ

生
と
と
も
に
カ
ン
ボ
．
ジ
ア

民
の
医
療
支
援
杞
赴
く
。
初
の
本

格
的
な
救
援
活
動
と
な
る
は
ず

が
、
現
地
で
は
何
も
で
き
な
か
っ

た
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
Ｕ
４
）
“
業
界
l
s

:
a
4

る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
も

こ
の
頃
。
「
善
意
だ
け
で
は
だ
め

だ
、
シ
ス
テ
ム
が
な
い
と
」
と
手

探
り
で
の
組
織
作
り
が
始
ま
る
。

　
実
際
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
よ
う
な
Ｎ

Ｇ
Ｏ
は
国
際
的
に
み
て
も
ユ
ニ
ー

ク
で
あ
る
。
ま
ず
、
特
定
の
宗
教

や
政
治
団
体
の
背
景
が
な
い
。

　
そ
れ
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
義
。

そ
れ
ぞ
れ
の
救
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

毎
に
ス
タ
ッ
フ
を
募
る
。
現
地
で

の
連
携
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス

に
合
わ
せ
て
融
通
無
碍
に
変
え
て

い
く
。

'94年４月の日本・バングラデシュ友好病院

開院式にて現地のドクターたちと。

　
そ
し
て
地
域
主
義
。
救
援
地
の

地
域
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
信
頼
関
係
を
築
く

こ
と
を
第
一
に
置
く
が
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
本
部
は
菅
波
さ
ん
の
診
療
所

内
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
世
界
の

仲
間
と
連
絡
を
取
り
合
う
現
在
、

「
東
京
に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

理
由
は
何
も
な
い
」
と
言
い
切
る
。

　
し
か
も
こ
の
診
療
所
、
有
床
診

療
所
で
あ
り
な
が
ら
一
四
九
床
の

老
健
施
設
、
八
五
床
の
デ
イ
ケ
ア

施
設
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
付
設
。
「
耳
鼻
科
は
う
ち
の
女

房
が
や
り
、
内
科
は
二
人
の
若
い

医
師
が
い
て
く
れ
て
る
ん
で
す
。

一
人
が
出
て
い
く
と
き
は
後
の
二

人
が
頑
張
る
（
笑
）
」
。
地
域
に
根

ざ
し
た
医
療
は
、
自
院
で
も
実
践

中
で
あ
る
。

　
最
近
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
以
外
に
も
、

次
々
と
国
際
貢
献
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
作
り
出
し
て
い
る
が
、
最
も
力

を
入
れ
て
い
る
の
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国

際
大
学
の
開
校
だ
ろ
う
。

　
実
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
国
連
か
ら

カ
テ
ゴ
リ
ー
２
（
経
済
社
会
理
事

会
で
の
討
議
権
、
議
決
権
を
持

つ
）
に
認
定
さ
れ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
。
こ

れ
が
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
ー
（
さ
ら
に

政
策
提
言
権
が
加
わ
る
。
現
在
世

界
に
四
一
団
体
）
に
な
れ
ば
、
大
学

構
想
も
非
常
に
現
実
的
に
な
る
。

　
「
日
本
が
平
和
に
貢
献
し
よ
う

と
し
た
と
き
、
医
療
と
教
育
と
い

う
の
は
分
か
り
や
す
い
。
そ
の
意

味
で
医
療
人
に
は
責
任
、
と
い
う

か
役
割
が
あ
り
ま
す
ね
」
。

　
非
常
に
も
の
静
か
な
口
調
だ

が
、
語
ら
れ
る
そ
の
夢
は
逼
か
な

り
、
ま
た
そ
れ
を
実
現
さ
せ
て
き

た
人
で
あ
る
。
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）

ろ
幸
運
に
も
採
用
さ
れ
、
9
4
年
1
1
月
か
　
が
急
に
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
な
っ
た
り
、
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